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まえがき  

 

財政報告書は、市財政の動向を広く周知し、市民に市政への関心と積極的な参画をお願いする

ため、「にかほ市財政報告書の作成及び公表に関する条例」第２条の規定に基づき、５月と１１月の

年２回公表を行っているものです。 

本報告書は、同条例第３条第１項の規定により、令和３年１０月１日から令和４年３月３１日までの

補正予算の状況のほか、住民負担、財産及び公債の状況について、その概要をまとめたものです。 
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１． 令和３年度下半期における財政状況 

 

（１）市財政の状況 

   

令和３年度の一般会計当初予算は、健全財政を維持しながら、「第２次にかほ市総合発展計画」に基づく諸施策

や「にかほ市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の主要施策を積極的に推進するものとして、市長公約（４分野２０項

目）の実現に向けた事業を軸に予算配分し、前年度比５．４％減（以下、増減はすべて対前年度比）の１３９億５，０

００万円と定めました。 

歳入では、人口減少のほか、コロナ禍における域内経済の停滞などの要因により、市税が大幅に減少するもの

として、１５．４％減の２２億４，１０９万６千円と見込み、一方、新型コロナウイルス感染症による地方税の減収補て

んのために特別交付金が創設されたことにより、交付金を７３．９％増の８億５，０２８万５千円と見込みました。 

歳出においては、屋内運動施設整備事業や小中学校空調設備整備事業の終了などにより、投資的経費を５１．

１％減の９億８，８０４万８千円、ガス事業清算特別会計の廃止に伴う同会計繰入金の皆減によって財政調整基金

の積立金が減少したことなどにより、積立金を３２．４％減の５億９，４３７万９千円としました。 

これに対し決算期前の状況は、当初予算比で市税が４億３，８５６万４千円、地方交付税が６億８，６９２万９千円

増加する一方、地方特例交付金が２億６６９万１千円減額となる見込みです。当初予算においては、収支調整のた

めに財政調整基金からの繰入を予定していましたが、その他予算の執行状況からも、繰入金に依存せず収支が保

てる見通しです。 

今後の財政見通しとしては、市税に緩やかな回復傾向が見られますが、新型コロナウイルス感染症の影響は依

然として不透明な状況にあるほか、中長期的には、人口減少による税収減は避けられないため、財政運営は徐々

に厳しくなることが予想されます。そのため、引き続き、歳入確保と歳出抑制に取り組むとともに、効率的かつ効果

的な行財政運営を行いながら、健全財政の維持・強化に努めて参ります。 

 

 

（２）歳入及び歳出の予算概況 

 

① 一般会計の補正状況 

 

令和３年度下半期は１０回補正し、最終予算総額は１７１億８５４万円となりました。 

各補正の概要は次のとおりです。 

 

・ 令 和 ３年 度 当 初 予 算 額   １３９億５，０００万円 

・ ９ 月 末 現 計 予 算 額   １５５億５，５３３万８千円 

・ 下 半 期 補 正 総 額    １５億５，３２０万２千円 

・ 令 和 ３年 度 最 終 予 算 額   １７１億  ８５４万円 

 

 

◆専決処分 【１０月１８日専決（補正第９号）】 

補正第９号では、１００万円を増額補正しました。 

補正内容は、第９２回都市対抗野球第二次予選東北大会において本市代表のＴＤＫ硬式野球部が激戦を勝ち抜

き、２年連続（１６回目）での本大会への出場が決定したことから、本大会での更なる活躍を応援するため、ＴＤＫ野

球部への出場激励金を予算措置したものです。 

 

【歳出】 

総務費に、都市対抗野球出場激励金１００万円を計上。 

 

歳入歳出予算の調整は、歳入の財政調整基金繰入金を１００万円増額して行いました。 

 



 - 2 - 

◆ １１月臨時会 【１１月１１日提出 （補正第１０号）、 １１月１１日議決】 

補正第１０号では、６，７７７万１千円を増額補正しました。 

補正内容は、新型コロナウイルス感染症への対応事業に要する経費のほか、債務負担行為の対象となる利子

助成金の本年度分、および、第９２回都市対抗野球大会のパブリックビューイング実施に要する経費について予算

措置したものです。 

 

【債務負担行為】 

令和３年産米の概算金下落に関する緊急支援として、ＪＡ秋田しんせいが実施する資金融資を受ける農家への利

子助成金について、下記により債務負担行為を設定したもの。 

  農業経営緊急対策資金利子助成費補助金 

   （期間） 令和４年度～令和９年度  （限度額） ２１１万８千円 

 

【歳出】 

総務費の新型コロナウイルス感染症対策事業費に、長引くコロナ禍の影響を受けている事業者に対する事業継続

支援金として、４，２８０万４千円を追加計上したほか、都市対抗野球大会のパブリックビューイング実施に要する経費

として、７４万円を計上。 

民生費には、市内の各保育園・認定こども園及び学童保育クラブについて、市内小中学校同様に、抗菌・抗ウイル

スガラスコーティング施工を行うための予算として、７１９万５千円を計上。 

農林水産費には、コロナ禍によって前年産米の在庫が過剰になり、令和３年産米の概算金が下落していることから、

ＪＡ秋田しんせいが実施する農家への資金融資策に合わせた利子助成として、本年度分の６万円を計上。 

商工費には、新型コロナウイルス感染症対策として、宿泊費助成による県民誘客支援事業に、１，６９７万２千円を

計上。 

 

歳入歳出予算の調整は、歳入の財政調整基金繰入金を６，７７７万１千円増額して行いました。 

 

 

◆ １２月定例会 【１１月２６日提出 （補正第１１号）、 １２月１７日議決】 

補正第１１号では、７億２，１６４万１千円を増額補正しました。 

 

【債務負担行為】 

次の事業等について、令和４年度当初からの早期事業執行に向け、令和３年度中に契約準備等を行う必要があっ

たことから、下記により債務負担行為を設定したもの。 

 令和４年度 各種ごみ収集運搬業務 

   （期間） 令和３年度～令和４年度  （限度額） １億１，１６８万３千円 

  令和４年度 一般廃棄物最終処分場運営管理業務 

   （期間） 令和３年度～令和４年度  （限度額） ２，０９７万７千円 

 

【歳入の主なもの】 

国庫支出金には、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金のほか、障害福祉サービス事業、子ども・

子育て支援事業の実績見込みなどにより、国庫負担金及び補助金をあわせて２億３，２７３万８千円計上。 

県支出金には、障害福祉サービス事業及び地域子ども・子育て支援事業の実績見込みなどによる県負担金・県補

助金のほか、新型コロナウイルス対策生活応援事業費補助金など、あわせて７６４万３千円を計上。 

寄附金には、ふるさと納税の増収見込みにより、一般寄附金４億円を計上。 

繰入金には、ふるさと納税の増収に伴う返礼品の増加や、地域振興交付金事業等、基金充当事業の実績を見込み、

基金繰入金をあわせて７，６７９万５千円計上。 
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【歳出の主なもの】 

条例改正に伴う職員給与等の人件費の減額のほか、新型コロナウイルス感染症の影響によるイベント中止等に伴

う関係予算の減額、及び原油価格の高騰に伴う施設の燃料費を計上。 

総務費には、ふるさと納税の増加に伴う納税者謝礼及び関連事務費、並びに基金積立に係る予算など、あわせて

６億２，６３０万４千円を計上。 

民生費には、障害福祉サービス事業及び子ども・子育て支援事業に係る予算のほか、県による新型コロナウイル

ス対策生活応援事業に係る経費を増額したほか、灯油購入費等助成事業に係る助成金及び関係事務費など、あわ

せて４，８３１万円を計上。 

衛生費には、環境プラザ設備修繕工事に係る予算など、あわせて３１８万７千円を追加。 

農林水産業費には、分収造林事業に係る予算など、あわせて６９４万円を計上。 

商工費には、企業立地促進事業及び移住・定住促進事業に係る予算を増額したほか、アウトドア拠点づくり事業に

係る委託料など、あわせて２，７９７万２千円を計上。 

土木費には、市営住宅の施設修繕料など、あわせて１，５４０万１千円を計上。 

教育費には、新型コロナウイルス感染症対策として、市外からも含め、来館者が多く予測される博物館等施設３館

の抗菌・抗ウイルス加工施工に要する経費１４８万４千円などを追加。 

 

歳入歳出予算の調整は、歳入の財政調整基金繰入金を８，７８５万２千円減額して行いました。 

 

 

◆ １２月定例会 【１２月８日提出 （補正第１２号）、 １２月１７日議決】 

補正第１２号では、１億６，０９９万５千円を増額補正しました。 

補正予算の内容は、国の「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」が閣議決定されたことを受けて実施する

「令和３年度子育て世帯等臨時特別支援事業」のうち、先行給付部分にかかる給付事業費を追加したほか、一般会

計補正予算（第１１号）に計上した「灯油購入費等助成事業」の対象を、非課税世帯のすべてに拡大するための予

算を追加したものです。 

 

【歳入】 

国庫支出金の民生費国庫補助金に、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金１億５，５２８万９千円を追加。 

 

【歳出】 

民生費の社会福祉総務費に、灯油購入費等助成事業に係る事務費として２０万６千円、灯油購入費等助成金を５５

０万円追加したほか、子育て世帯等臨時特別支援事業費に、給付事業に係る事務費として５８万９千円、臨時特別給

付金を１億５，４７０万円計上。 

 

歳入歳出予算の調整は、歳入の財政調整基金繰入金を５７０万６千円増額して行いました。 

 

 

◆ １２月定例会 【１２月１７日提出 （補正第１３号）、 １２月１７日議決】 

補正第１３号では、１億５，４７０万円を増額補正しました。 

補正予算の内容は、一般会計補正予算（第１２号）に計上した、国の「令和３年度子育て世帯等臨時特別支援事

業」について、一括支給が可能となったため、速やかに給付するための予算を追加したものです。 

 

【歳入】 

国庫支出金の民生費国庫補助金に、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金を１億５，４７０万円追加。 

 

【歳出】 

民生費の子育て世帯等臨時特別支援事業費に、臨時特別給付金を１億５，４７０万円計上。 
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◆ １月臨時会 【１月２０日提出 （補正第１４号）、 １月２０日議決】 

補正第１４号では、２億９，１２３万８千円を増額補正しました。 

補正内容は、国の「令和３年度子育て世帯等臨時特別支援事業」のうち、住民税非課税世帯等に対する給付金

事業に要する経費を新たに計上したほか、子育て世帯への臨時特別給付金に関して、国において給付の対象外と

された子育て世帯に対し、市で支援を拡大するための予算、及び新型コロナウイルス感染症への対応事業に要す

る経費について予算措置したものです。 

 

【歳入】 

国庫支出金に、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費補助金を２億６，００１万３千円、追加。 

 

【歳出】 

総務費の新型コロナウイルス感染症対策事業費に、感染症予防対策強化事業として、６９２万５千円を計上。 

民生費の住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費に、当該臨時特別給付金及び事業実施に要する経費として、

あわせて２億６，００１万３千円を新たに計上したほか、子育て世帯等臨時特別支援事業費として、収入要件により国

の１０万円給付の対象から外れた子育て世帯に対し、市として独自に同内容の支援を行うための予算として、給付金

８００万円を追加。 

農林水産費には、コロナ禍による前年産米の過剰在庫等による稲作農家へ影響を鑑み、令和４年度種子代の２分

の１相当額を給付することによって営農の継続を支援する予算として、1，６３０万円を計上。 

 

歳入歳出予算の調整は、歳入の財政調整基金繰入金を３，１２２万５千円増額して行いました。 

 

 

◆専決処分 【１月２８日専決（補正第１５号）】 

補正第１５号では、７，４００万円を増額補正しました。 

補正予算の内容は、１２月下旬からの断続的な降雪の影響により、除雪費に不足が生じる見込みとなったため、

道路除雪委託料などの除雪経費あわせて７，４００万円の増額補正を行ったものです。 

 

歳入歳出予算の調整は、歳入の財政調整基金繰入金を７，４００万円増額して行いました。 

 

 

◆ ３月定例会 【２月２１日提出 （補正第１６号）、 ３月１７日議決】 

補正第１６号では、２億１，１３６万８千円を減額補正しました。 

主に、実績見込みと予算現額の差額につき補正したほか、繰越明許費の補正を行ったものです。 

 

【繰越明許費補正】 

   次の事業について、年度内の事業完了が見込めないことから、翌年度への繰越限度額を設定したもの。 

○総務費 

若者支援住宅整備事業  ２，１４０万２千円（追加） 

住民記録システム改修事業  ２７１万９千円（追加） 

一般国道遊佐象潟道路工事に伴う光ファイバー移設事業  １，０２９万６千円（追加） 

○衛生費 

環境プラザ設備修繕事業 ３１９万円（追加） 

金浦一般廃棄物最終処分場設備修繕事業   １，２３７万５千円（追加） 

○農林水産業費 

担い手確保・経営強化支援事業  ９６１万８千円（追加） 

農地集積加速化基盤整備事業負担金 ８００万円（追加） 

長谷地２号ため池整備事業負担金   １４０万６千円（追加） 

水産環境整備事業負担金   ３０２万円（追加） 

水産物供給基盤機能保全事業負担金  １，２４５万円（追加） 
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○商工費 

廃止石油坑井封鎖事業    １，２６９万２千円（追加） 

企業立地促進条例補助金  ５，０００万円（追加） 

アウトドア拠点づくり事業  ２，８６０万円（追加） 

   ○土木費 

急傾斜地崩壊対策事業負担金  ２００万円（追加） 

橋梁補修事業            ３，１２４万円（追加） 

   ○災害復旧費 

凍上災害道路復旧事業       １億８，７００万円（追加） 

 

【歳入の主なもの】 

市税には、課税額の確定や収納見込みにより、当初予算額との差額として市民税に１，７８４万７千円、市たばこ税

に７００万円など、合わせて２，７５６万４千円を計上。 

各種交付金は、法人事業税交付金に９００万円、地方消費税交付金に５，９００万円、それぞれ増額計上。 

地方交付税のうち、普通交付税について、国の補正予算に伴うものとして２億１，９１１万円増額。 

国庫支出金には、新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る国庫支出金を増額したほか、各補助事業の実績見

込みなどにより、合計としては２，３２１万円を減額。 

寄附金には、ふるさと納税の増収見込みなどにより、一般寄附金５，０６０万５千円を計上。 

繰入金には、ふるさと納税事業費に係るみらい創造基金の繰入の増額のほか、地域振興交付金事業などの基金

充当事業の実績による減額や財源調整として、あわせて５億２，８５１万２千円を減額。 

市債には、アウトドア拠点施設整備事業に係る新規計上のほか、事業進捗による実績等により、合わせて５，０１０

万円を減額。 

 

【歳出の主なもの】 

総務費には、ふるさと納税の増加に伴う返礼品事業費、並びに基金積立に係る予算のほか、生活路線バス運行費

補助金の実績見込みなど、あわせて１，２６９万６千円を計上。 

民生費には、子育て世帯等臨時特別支援事業費ほか実績見込みにより、あわせて１億２，４０５万円を減額。 

商工費には、中小企業振興資金融資あっせんに伴う利子補給金及び保証料補助金の実績見込みなどにより、あ

わせて１，８７４万９千円を計上。 

 

 歳入歳出予算の調整は、歳入の財政調整基金繰入金を５億２，８８０万６千円減額して行いました。 

 

 

◆ ３月定例会 【３月２日提出 （補正第１７号）、 ３月１７日議決】 

補正第１７号では、３，１５４万２千円を増額補正しました。 

補正予算の内容は、本市に対する市内企業からの一般寄附金に関する予算と、副市長再任に伴った退職手当

支給に関する予算について措置したものです。 

 

【歳入】 

寄附金に、一般寄附金１，５００万円を計上。 

諸収入に、特別職退職手当県負担金１，６５４万２千円を計上。 

 

【歳出】 

総務費に、特別職退職手当事業負担金１，６５４万２千円を計上したほか、みらい創造基金積立金に、 

１，５００万円を計上。 
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◆ 専決処分 【３月３１日専決（補正第１８号）】 

補正第１８号では、２億６，１６８万３千円を増額し、歳入歳出予算の総額を１７１億８５４万円としました。 

補正の内容は、地方交付税及び各種交付金等の決定並びに事業費の確定に伴う歳入歳出予算の調整が主なも

のです。 

 

【繰越明許費補正】 

   年度内に事業を完了することができない事業につき、令和４年度への繰越限度額を新たに設定したもの、及び 

３月議会において議決を受けた事業につき、繰越限度額を変更したもの。 

○民生費 

住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業  ５，９３６万２千円（追加） 

○商工費 

アウトドア拠点づくり事業  ６，０４８万８千円（変更） 

○土木費 

橋梁補修事業   ３，７３１万７千円（変更） 

排水路維持改良事業  ２７７万円（追加） 

 

【歳入の主なもの】 

３月交付額の確定により、地方交付税のうち特別交付税について、２億５，８２８万円増額。 

国庫支出金については、新型コロナウイルスワクチン接種事業に係る国庫負担金を８，２９９万１千円、国庫補助金

を８，５９９万４千円、それぞれ増額したほか、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業費補助金を実績により９，０

９１万５千円減額するなど、合わせて１億２，６６６万２千円増額。 

繰入金では、地域振興基金、みらい創造基金及び自然エネルギーによるまちづくり基金の各充当事業費の確定等

により、基金繰入額の調整を行い、３，１７９万円減額。 

市債は、各充当事業費の確定による借入見込額の調整のほか、臨時財政対策債の借入額確定などにより、合計１

億２，５０８万３千円を減額。 

 

【歳出の主なもの】 

基金繰入金や市債の確定等による財源調整を行ったほか、３月３１日付けで賠償額が確定した賠償金につき、予

算措置したもの。 

 

 歳入歳出予算の調整は、歳入の財政調整基金繰入金を１，２４７万３千円減額し、今年度の基金繰入をなくした上で、

歳出の財政調整基金積立金を２億５，６６８万９千円増額して行いました。 

 

第１表 令和３年度一般会計歳入の補正状況（補正第 9号～18号） 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第9号補正 第10号補正 第11号補正 第12号補正 第13号補正 第14号補正 第15号補正 第16号補正 第17号補正 第18号補正

専　決 臨時会 定例会 定例会 定例会 臨時会 専　決 定例会 定例会 専　決

10/18 11/11 12/17 12/17 12/17 1/20 1/28 3/17 3/17 3/31

市 税 2,652,096 27,564 2,679,660 15.7

地 方 譲 与 税 201,000 14,879 215,879 1.3

利 子 割 交 付 金 2,000 △ 150 △ 203 1,647 0.0

配 当 割 交 付 金 5,000 3,072 8,072 0.0

株式等 譲渡 所得 割交 付金 4,500 1,500 5,137 11,137 0.1

法 人 事 業 税 交 付 金 14,500 9,000 △ 191 23,309 0.1

地 方 消 費 税 交 付 金 532,500 59,000 △ 1,941 589,559 3.5

環 境 性 能 割 交 付 金 11,000 △ 705 10,295 0.1

地 方 特 例 交 付 金 71,565 129 71,694 0.4

地 方 交 付 税 5,433,539 219,110 258,280 5,910,929 34.6

交通安 全対 策特 別交 付金 2,400 △ 172 2,228 0.0

分 担 金 及 び 負 担 金 5,821 241 6,062 0.0

使 用 料 及 び 手 数 料 152,692 △ 8,427 144,265 0.8

国 庫 支 出 金 1,647,743 232,738 155,289 154,700 260,013 △ 23,210 126,662 2,553,935 14.9

県 支 出 金 1,089,996 7,643 △ 2,623 3,824 1,098,840 6.4

財 産 収 入 43,601 2 10,010 103 53,716 0.3

寄 附 金 500,000 400,000 50,605 15,000 1,000 966,605 5.6

繰 入 金 1,390,510 1,000 67,771 76,795 5,706 31,225 74,000 △ 528,512 △ 31,790 1,086,705 6.4

繰 越 金 347,035 347,035 2.0

諸 収 入 441,867 4,463 24,495 16,542 8,811 496,178 2.9

市 債 1,005,973 △ 50,100 △ 125,083 830,790 4.9

計 15,555,338 1,000 67,771 721,641 160,995 154,700 291,238 74,000 △ 211,368 31,542 261,683 17,108,540 100.0

（単位：千円，％）

構成比
最 終
予 算額

９ 月 末
現 計
予 算 額

区 　　　　　　分

下 半 期 補 正 状 況
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定例会 定例会 専　決

12/17 3/17 3/31

国 民 健 康 保 険 事 業 （ 事 業 勘 定 ） 2,741,446 110,300 202,765 △ 184,587 2,869,924 57.4

国 民 健 康 保 険 事 業 （ 施 設 勘 定 ） 123,240 5,047 3,798 132,085 2.6

後 期 高 齢 者 医 療 339,445 100 3,735 705 343,985 6.9

公 共 下 水 道 事 業 1,216,880 3,943 △ 17,598 1,203,225 24.1

農 業 集 落 排 水 事 業 449,153 1,325 △ 3,186 447,292 9.0

計 4,870,164 120,715 189,514 △ 183,882 4,996,511 100.0

（単位：千円，％）

区 　　　　　　分
９ 月 末
現 計
予 算 額

最 終
予 算 額

構 成 比

第２表 令和３年度一般会計歳出の補正状況（補正第 9号～18号） 

 
                                      

 

② 特別会計の補正状況 

 

令和３年度下半期の補正状況は次のとおりです。 

・ 令 和 ３年 度 当 初 予 算 額   ４７億９，３１３万円 

・ ９ 月 末 現 計 予 算 額   ４８億７，０１６万４千円 

・ 下 半 期 補 正 総 額    １億２，６３４万７千円 

・ 令 和 ３年 度 最 終 予 算 額   ４９億９，６５１万１千円 

 

 

第３表 令和３年度特別会計の補正状況 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

（３） 予算の執行状況 
 

令和３年度予算の執行にあたっては、計画的かつ効率的な執行に努めました。その結果、３年度末現在の執行

状況は、次表のとおり一般会計は収入率８０．５％、支出率９１．０％、特別会計は収入率８４．７％、支出率９７．

７％となっています。 

 なお、執行状況見込みとしては、これに出納整理期間（４月１日～５月３１日）内の執行額が加わりますが、令和

４年度に繰越した事業は未執行となるため、これらを加味した決算期における執行状況見込みは一般会計の収

入率が９８％、支出率が９５％、特別会計は収入率が１００％、支出率が９９％前後となる見込みです。 

 

 

 

 

 

 

第9号補正 第10号補正 第11号補正 第12号補正 第13号補正 第14号補正 第15号補正 第16号補正 第17号補正 第18号補正

専　決 臨時会 定例会 定例会 定例会 臨時会 専　決 定例会 定例会 専　決

10/18 11/11 12/17 12/17 12/17 1/20 1/28 3/17 3/17 3/31

議 会 費 136,868 △ 1,792 △ 3,217 131,859 0.8

総 務 費 2,946,962 1,000 43,544 626,304 6,925 12,696 31,542 256,689 3,925,662 23.0

民 生 費 4,163,375 7,195 48,310 160,995 154,700 268,013 △ 124,050 △ 280 4,678,258 27.3

衛 生 費 1,140,064 3,187 △ 22,252 1,120,999 6.6

労 働 費 12,503 12,503 0.1

農 林 水 産 業 費 1,009,603 60 6,940 16,300 △ 17,270 274 1,015,907 5.9

商 工 費 745,097 16,972 27,972 18,749 808,790 4.7

土 木 費 1,276,895 15,401 74,000 △ 9,955 1,356,341 7.9

消 防 費 745,591 △ 1,888 △ 17,430 726,273 4.2

教 育 費 1,503,209 △ 2,793 △ 30,960 5,000 1,474,456 8.6

災 害 復 旧 費 188,359 188,359 1.1

公 債 費 1,656,810 △ 17,679 1,639,131 9.6

諸 支 出 金 2 2 0.0

予 備 費 30,000 30,000 0.2

計 15,555,338 1,000 67,771 721,641 160,995 154,700 291,238 74,000 △ 211,368 31,542 261,683 17,108,540 100.0

最 終
予 算額

構 成 比区 　　　　　　分
９ 月 末
現 計
予 算 額

下 半 期 補 正 状 況

（単位：千円，％）
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第４表 令和３年度一般会計予算執行状況 【令和４年３月３１日現在】 

 
 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 額 収 入 額 収 入 率 予 算 額 支 出 額 支 出 率

（Ａ） （Ｂ） （B）/(Ａ） （Ｃ） （Ｄ） （D）/(C）

市 税 2,679,660 2,666,560 99.5 議 会 費 131,859 127,420 96.6

地 方 譲 与 税 215,879 215,879 100.0 総 務 費 4,202,467 3,895,213 92.7

利 子 割 交 付 金 1,647 1,647 100.0 （ う ち R2 繰 越 明 許 費 ） (272,105) (253,220) (93.1)

配 当 割 交 付 金 8,072 8,072 100.0 民 生 費 4,678,467 4,407,329 94.2

株式等譲渡所得割交付金 11,137 11,137 100.0 衛 生 費 1,124,106 903,360 80.4

法 人 事 業 税 交 付 金 23,309 23,309 100.0 （ う ち R2 事 故 繰 越 ） (1,166) (1,166) (100.0)

地 方 消 費 税 交 付 金 589,559 589,559 100.0 労 働 費 12,503 12,159 97.2

環 境 性 能 割 交 付 金 10,295 10,295 100.0 農 林 水 産 業 費 1,074,190 1,006,855 93.7

地 方 特 例 交 付 金 71,694 71,764 100.1
（う ち R2繰越明許費及び事故繰越） (49,140) (49,140) (100.0)

地 方 交 付 税 5,910,929 5,910,929 100.0 商 工 費 818,633 562,415 68.7

交通安全対策特別交付金 2,228 2,228 100.0 （ う ち R2 繰 越 明 許 費 ） (8,250) (8,250) (100.0)

分 担 金 及 び 負 担 金 6,062 6,342 104.6 土 木 費 1,404,466 1,312,913 93.5

使 用 料 及 び 手 数 料 144,265 141,244 97.9 （ う ち R2 繰 越 明 許 費 ） (48,125) (48,124) (100.0)

国 庫 支 出 金 2,855,163 2,248,388 78.7 消 防 費 727,277 546,929 75.2

（ う ち R2 繰 越 明 許 費 ） (301,228) (298,977) (99.3) 教 育 費 2,056,963 1,947,980 94.7

県 支 出 金 1,098,840 746,850 68.0 （ う ち R2 繰 越 明 許 費 ） (581,456) (581,453) (100.0)

財 産 収 入 53,716 57,782 107.6 災 害 復 旧 費 191,759 87,471 45.6

寄 附 金 966,605 909,092 94.0 公 債 費 1,639,131 1,638,126 99.9

繰 入 金 1,126,724 0 0.0 諸 支 出 金 2 0 0.0

（ う ち R2 繰 越 明 許 費 ） (40,019) (0) (0.0) 予 備 費 6,959 0 0.0

繰 越 金 420,630 420,630 100.0 　※　各款の支出額には予備費からの充用額を含む。

（う ち R2繰越明許費及び事故繰越） (73,595) (73,595) (100.0)

諸 収 入 496,178 376,973 76.0

市 債 1,376,190 119,900 8.7

（う ち R2繰越明許費及び事故繰越） (545,400) (90,200) (16.5)

計 18,068,782 14,538,580 80.5 計 18,068,782 16,448,170 91.0

（う ち R2繰越明許費及び事故繰越） (960,242) (462,772) (48.2) （う ち R2繰越明許費及び事故繰越） (960,242) (941,353) (98.0)

科　　　　　　目

歳　　　　　　　　　　　入

科　　　　　　目

歳　　　　　　　　　　　出

（単位：千円，％）
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第５表 令和３年度特別会計予算執行状況 【令和４年３月３１日現在】  

 
               

 

 

（４） 住民負担の状況 

  
第６表 令和３年度市税負担の状況 【令和４年３月３１日現在】 

 

区 　　　　　　分 予 算 額 収 入 額 収 入 率 予 算 額 支 出 額 支 出 率

(Ａ) (B) (B）/(A） (C) (D) (D）/(C）

国民健康保険事業 （事 業勘 定） 2,869,924 2,663,252 92.8 2,869,924 2,842,552 99.0

国民健康保険事業 （施 設勘 定） 132,085 63,728 48.2 132,085 121,646 92.1

後 期 高 齢 者 医 療 343,985 344,332 100.1 343,985 337,217 98.0

公 共 下 水 道 事 業 1,207,823 849,496 70.3 1,207,823 1,153,130 95.5

（ う ち R2 繰 越 明 許 費 ） (4,598) (4,598) (100.0) (4,598) (4,598) (100.0)

農 業 集 落 排 水 事 業 447,292 315,405 70.5 447,292 432,084 96.6

計 5,001,109 4,236,213 84.7 5,001,109 4,886,629 97.7

（ う ち R ２ 繰 越 明 許 費 ） (4,598) (4,598) (100.0) (4,598) (4,598) (100.0)

歳　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　出

（単位：千円，％）

調 定 済 額 納 税 義 納 税 義 務 者 人 口 収 入 済 額 納 税 義 務 者 人 口

(繰越分除く） 構成比 務 者 数 一 人 当 た り 一 人 当 た り (繰越分除く） 構成比 一 人 当 た り 一 人 当 た り

(千円) （％） ( 人 ) 負担額　(円） 負担額(円) (千円） （％） 負担額　(円） 負担額(円)

1,056,747 38.9 12,293 85,963 45,309 998,743 37.9 81,245 42,822

個　　人 964,794 35.5 11,785 81,866 41,367 907,326 34.4 76,990 38,903

法　　人 91,953 3.4 508 181,010 3,943 91,417 3.5 179,955 3,920

1,422,749 52.4 11,804 120,531 61,002 1,401,630 53.2 118,742 60,096

81,791 3.1 11,840 6,908 3,507 81,078 3.1 6,848 3,476

環境性能割 3,305 0.2 172 19,215 142 3,305 0.1 19,215 142

種別割 78,486 2.9 11,668 6,727 3,365 77,773 3.0 6,665 3,335

149,496 5.5 2 74,748,000 6,410 149,342 5.7 74,671,000 6,403

3,907 0.1 5 781,400 168 3,907 0.1 781,400 168

2,714,690 100.0 116,395 2,634,700 100.0 112,966

※ 人口一人当たり負担額の人口は、令和4年3月31日現在住民登録人口　23,323人を使用。

※ 入湯税・たばこ税の納税義務者数は、特別徴収義務者数である。　

※ 軽自動車税の納税義務者数は、課税台数である。

収 入 額 に 対 す る も の

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

た ば こ 税

入 湯 税

合 計

区　　　　　分

調 定 額 に 対 す る も の
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（５） 財産、公債及び一時借入金の現在高 

 

① 令和３年度末基金現在高（令和４年３月３１日現在見込み） 

   

 「財政調整基金」は、令和２年度決算剰余金の一部など４億３，０３５万９千円を積み立てる予定です。 

「みらい創造基金」は、ふるさと納税（寄附金）や一般寄附金など９億３，３６５万８千円を積み立てし、８億７，２２

１万円を取り崩す予定です。取り崩した基金は、ふるさと納税の特産品返礼事業に４億４，０１１万円、若者支援住

宅整備事業に１億６１９万５千円、アウトドア拠点づくり事業に６，１０３万５千円、シティプロモーション事業に３，３０

３万５千円、松くい虫被害予防対策や天然記念物「象潟」の管理などの景観保全事業に６，１９３万６千円、ジオパ

ーク推進事業に８０６万４千円、循環型社会推進事業や不法投棄防止対策などの環境保全事業に１,４７７万２千円、

学校生活・学習サポートや外国語指導、図書購入などの教育環境整備事業に７，５０９万９千円、屋内運動施設整

備事業に３４６万２千円、漁業資源確保推進や誘客促進事業などの地域活性化事業に２，５５７万２千円、いきがい

づくり支援などの高齢者支援事業に９２４万７千円、消防団員確保事業などの防災対策事業に８６４万４千円、地域

文化や文化財・伝承芸能等保護・承継事業に２３５万７千円、郷土の偉人・先人顕彰事業に３３６万３千円、公園施

設整備事業に１，６９５万９千円、中島台レクリエーションの森整備事業に１６２万５千円、防犯灯新設工事などの安

全・安心まちづくり事業に７３万５千円、それぞれ充当します。 

「観光振興基金」は、観光拠点センターの使用料など９７０万４千円を積み立てし、５５６万３千円を取り崩す予定

です。取り崩した基金は、温泉保養センターはまなす改修事業に１２０万４千円、道の駅象潟ねむの丘改修事業に

３００万３千円、観光拠点センター改修事業に１３５万６千円、それぞれ充当します。 

「地域振興基金」は基金利子６２９万円を積み立てし、１億８，４３６万５千円を取り崩す予定です。取り崩した基

金は、コミュニティバス運行委託などの地域公共交通確保維持改善事業に３，８６１万円、地域医療体制確保事業

に１，４１８万４千円、情報教育ネットワーク整備事業に６，３４４万７千円、図書情報システム整備事業に２，０９０

万円、スクールバス運行事業に１，７６４万３千円、社会教育施設のＬＥＤ化事業に１，９７３万４千円、運動・スポー

ツ習慣化促進事業に２７５万６千円、観光イベントによる地域活性化事業に３４万９千円、国際交流促進事業に９万

３千円、自治会等地域活動事業に３８５万９千円、協働のまちづくり事業に１４万円、地域振興交付金事業に２６５

万円、それぞれ充当します。 

「自然エネルギーによるまちづくり基金」は、風力発電周辺設備管理協力金の一部など１，１４４万３千円を積み

立てし、８８５万円を取り崩す予定です。取り崩した基金は、花いっぱい運動事業に４６８万５千円、学校備品を整

備する教育環境整備事業に２１８万３千円、地産地消食育事業に１９８万２千円、それぞれ充当します。 

「森林環境譲与税基金」は、森林環境譲与税及び利子１，８２７万５千円を積み立てし、１，３４８万８千円を取り

崩す予定です。取り崩した基金は、森林経営管理制度委託料などの森林環境譲与税事業に充当します。 

「社会教育施設整備基金」は、一般財源からの積立金及び利子として５，０００万７千円、「山﨑科学教育振興基

金」に利子４千円、「白瀬南極探検隊記念館施設整備基金」に利子４千円を積み立てています。 

「国民健康保険財政調整基金」は、財政基盤安定化支援に係る一般会計繰入金や繰越金など５，８２２万９千円

を積み立てる予定です。 

「国民健康保険診療所財政調整基金」は、国民健康保険事業特別会計施設勘定（診療所会計）予算における収

支余剰分、９３３万６千円を積み立てる予定です。 

「農業集落排水事業減債基金」は、５９１万５千円を取り崩し、公債費償還の財源に充当しています。 

 

   なお、これらの充当額には、令和４年度に繰越した事業も含んでいます。 
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第７表 基金の状況 

 
 
※令和４年度に繰越した事業については、繰越額にて取り崩しに計上しています。 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円）

積　　　　立 取　　　　崩

2,836,473,000 430,359,000 3,266,832,000

0 0

み ら い 創 造 基 金 554,870,000 933,658,000 872,210,000 616,318,000

観 光 振 興 基 金 86,075,000 9,704,000 5,563,000 90,216,000

白 瀬 南 極 探検 隊記 念館 施設 整備 基金 182,483,000 4,000 182,487,000

山 﨑 科 学 教 育 振 興 基 金 189,895,000 4,000 189,899,000

社 会 教 育 施 設 整 備 基 金 350,159,000 50,007,000 400,166,000

地 域 振 興 基 金 1,473,560,000 6,290,000 184,365,000 1,295,485,000

自 然 エ ネ ル ギ ー によ るま ちづ くり 基金 10,808,000 11,443,000 8,850,000 13,401,000

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 21,816,000 18,275,000 13,488,000 26,603,000

奨 学 資 金 貸 付 基 金 261,115,199 84,879 261,200,078

高 額 療 養 費 資 金 貸 付 基 金 6,000,000 6,000,000

象 潟 郷 土 資 料 館 資 料 取 得 基 金 10,000,000 10,000,000

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 148,089,000 58,229,000 206,318,000

国 民 健 康 保 険 診 療 所 財 政 調 整 基 金 9,997,000 9,336,000 19,333,000

農 業 集 落 排 水 事 業 減 債 基 金 94,593,489 2,000 5,915,000 88,680,489

6,235,933,688 1,527,395,879 1,090,391,000 6,672,938,567

定

額

運

用

基

金

特

別

会

計

基

金

合　　　　　　　　　　　計

令和２年度末

現在高

令和３年度末

見込額

令和３年度中増減
基　　　　　金　　　　　名

財 政 調 整 基 金

特

定

目

的

基

金

減 債 基 金
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② 地方債現在高及び一時借入金 

    

令和３年度末の未償還残高は第８表のとおり１４０億６，９２５万２千円となる見込みです。 

令和４年３月３１日現在の一時借入金の残高はありません。 

 

 
第８表 地方債現在高 

 
                                    

  

 

 

 

 

（単位:千円）

令 和 ２ 年 度 末 令 和 ３ 年 度 末

現 在 高 起 債 見 込 元 金 償 還 見 込 現 在 高 （ 見 込 ）

8,708,005 963,000 1,100,949 8,570,056

( 1) 総 務 121,006 188,800 13,754 296,052

( 2) 民 生 2,596 1,237 1,359

( 3) 衛 生 57,400 29,033 28,367

( 4) 農 林 水 産 558,338 36,100 94,340 500,098

( 5) 草 地 ・ 公 有 林 整 備 161,471 17,873 143,598

( 6) 商 工 35,400 8,360 27,040

( 7) 土 木 440,819 17,500 95,363 362,956

( 8) 公 営 住 宅 222,501 34,202 188,299

( 9) 消 防 359,344 121,300 102,135 378,509

(10) 教 育 636,678 126,290 510,388

(11) 辺 地 対 策 債 47,381 7,900 39,481

(12) 地 域 再 生 債 53,559 13,350 40,209

(13) 合 併 特 例 債 4,795,478 335,300 471,924 4,658,854

(14) 過 疎 対 策 債 1,216,034 264,000 85,188 1,394,846

34,150 25,900 8,095 51,955

( 1) 農 林 水 産 2,516 667 1,849

( 2) 土 木 30,741 25,900 6,535 50,106

( 3) そ の 他 893 893

5,641,523 284,790 479,072 5,447,241

( 1) 臨 時 財 政 対 策 債 5,562,782 284,790 462,108 5,385,464

( 2) 減 税 補 て ん 債 55,529 16,964 38,565

( 3) 臨 時 税 収 補 て ん 債

( 4) 減 収 補 て ん 債 23,212 23,212

14,383,678 1,273,690 1,588,116 14,069,252合 計

区           分
令 和 ３ 年 度 中 増 減 額

普 通 債

災 害 復 旧 債

そ の 他
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２．令和４年度当初予算の概要 

 

（１）一般会計 

 

令和４年度の一般会計予算は、人口減少克服に向けた対策及び新型コロナウイルス感染症対策に継続して取り

組むと同時に、収束後を見越して国・県の経済対策等と連動した取組みや、「第２次にかほ市総合発展計画（後期

基本計画Ｒ４～８）」、「にかほ市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の主要施策を推進するものとして、市長の２期目

公約（７分野２５項目）の実現に向けた事業を軸に予算配分を行いました。 

予算編成にあたっては、市の最重要課題である人口減少の速度を緩やかにするとともに、地域活力の維持増

進・市民福祉の向上を目指し、市の将来を見据えたうえで真に必要とされる施策の推進、加速化を図っています。 

歳入では、市税を２０．８％増の２７億８１７万９千円（令和３年度の決算見込額と同額程度）、地方交付税は普通

交付税を昨年同額の５０億円、地方交付税の不足分を補う臨時財政対策債については、国の地方財政計画におい

て大幅な発行抑制が示されていることから、６９．９％減の１億５，３０８万１千円などと見込んでいます。 

 

 

第９表 前年度との一般会計当初予算規模比較 

 

 

 

 

 

主な事業予算 基本方針１～７ 

 

基本方針１ 【快適に暮らせるまち】  ３４億７，７７３万１千円 

 

１．『災害に強いまちづくり』 に、５，１６８万７千円。 

防災行政無線管理業務（１，４５０万円）、避難路整備事業（２，１５５万円）のほか、新規事業として、ハザー

ドマップ作成事業（５２０万円）を実施します。 

 

２．『安心・安全なまちづくり』 に、２，０７８万７千円。 

防犯街灯やカーブミラー等の新設・修繕等を行います。 

 

３．『人にやさしいまちづくり』 に、８億９，３４８万１千円。 

障害福祉サービス給付などを含む自立支援給付事業（５億４，５５４万４千円）、生活保護扶助費を含む生活

保護事業（２億２，３１６万６千円）などを計上しています。 

 

４．『心と体の健康づくり』 に、６億２，１３７万１千円。 

後期高齢者医療事業負担金（３億５２７万８千円）、基盤安定繰出金（９，４４３万４千円）や、各種がん検診事

業（２，９９８万５千円）、新型コロナウイルスワクチン接種事業（９，７９２万３千円）などを計上しています。 

 

５．『環境にやさしいまちづくり』 に、４億７，７２７万６千円。 

象潟斎場空調機器改修工事（１，３６１万８千円）、環境プラザの各種点検整備（８，１７０万８千円）、各種ご

み等収集運搬業務委託（１億１５３万円）などを計上しています。 

 

 

 

 

令和４年度 令和３年度 増減額 増減率 

１５５億５，０００万円 １３９億５，０００万円 １６億円 １１．５% 
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６．『交通ネットワークの整備』 に、７億５，５６３万２千円。 

象潟前川線道路改良事業（３，７００万円）、象潟前川線無電柱化整備事業（１，３００万円）及び、小砂川第１

函渠工事設計業務委託（４３０万円）を新規に実施するほか、継続事業として橋梁補修事業（２億３，２６０万円）、

金浦駅こ線人道橋補修・補強工事（１億４，２９８万９千円）、コミュニティバス運行委託（４，８６５万円）などを計

上しています。 

 

７．『快適な生活環境づくり』 に、６億５，７４９万７千円。 

新規事業として、公営住宅等長寿命化計画策定業務委託（７５９万円）、象潟第３配水場流入管入替工事（１，

３７５万円）、災害対応特殊救急自動車整備（３，４００万円）などを実施するほか、公共下水道工事（１億３，８０

０万円）、第２期の高機能指令センター等更新事業（４，２７０万４千円）などを計上しています。 

 

 

基本方針２ 【子育てしやすいまち】  １９億１，９６８万円 

 

１．『若い世代の希望実現』 に、３，３９６万７千円。 

すこやか子だから祝金事業（９００万円）、妊産婦健診委託・費用補助（１，３４２万円）のほか、一年成婚サポ

ート事業（１３３万５千円）、女性のこころとからだサポート事業（２０万８千円）などを引き続き計上しています。 

 

２．『子育て環境の充実』 に、１６億３，６５３万１千円。 

任意予防接種事業（１，３４９万円）では、対象にＨＰＶ９価ワクチン接種を追加しています。また、福祉医療

費助成事業の市単独助成（４，１３０万５千円）、乳幼児等定期予防接種（３，６７３万４千円）、放課後児童健全

育成事業（３，１８６万７千円）、保育所・認定こども園運営事業（８億８，６５５万２千円）を引き続き実施するほ

か、新規事業として、総合福祉交流センターの改修を含む子ども家庭総合支援拠点事業（８４１万円）を計上し

ています。 

 

３．『知・徳・体の調和のとれた子どもの育成』 に、２億４，９１８万２千円。 

スクールバス運行事業（２，０６０万円）、準要保護児童生徒援助事業（１，４４７万６千円）、学校生活・学習サ

ポート事業（５，１５４万８千円）を引き続き計上しています。社会教育においては、学校・家庭・地域連携総合

推進事業（１５３万４千円）、児童育成支援事業（２６１万２千円）などを計上しています。 

 

 

基本方針３ 【高齢者が元気なまち】  ６億２，５９５万９千円 

 

１．『高齢者の生活支援』 に、９，４１９万９千円。 

敬老式開催（６７０万６千円）や、長寿祝金給付（１，３８４万３千円）、家族介護援助金支給事業（９７８万円）、

高齢者等声かけ見守り巡回事業（３１７万７千円）などを引き続き計上しており、ほかほか入浴事業（４９０万円）

は、対象事業者を拡充して実施します。 

 

２．『介護サービスの充実』 に、５億３，１７６万円。 

介護予防ケアマネジメントや訪問型専門的指導などを実施する介護予防・生活支援サービス事業（１，８５

１万４千円）、生活支援コーディネーターへの委託や、生活支援体制整備などを行う包括的支援事業（１，７８０

万３千円）などを計上しています。介護保険では要介護認定調査（１，４９１万２千円）、介護給付等に係る本荘

由利広域市町村圏組合分担金（４億６，５１７万５千円）などを計上しています。 
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基本方針４ 【若者に魅力のあるまち】  ９，５４６万円 

 

１．『地元定着の推進』 に、２，０２６万４千円。 

若者地元就職促進事業では、夏休み親子職場見学会を引き続き開催するほか、企業人材確保支援事業を

拡充し、市内中小企業等の求人活動に対しての補助制度を創設し、合わせて３６０万７千円を計上しています。 

 

２．『にかほの魅力発信』 に、７，５１９万６千円。 

若者支援住宅を核とした周辺のまちづくり基本構想策定のための白幡森周辺エリア基本構想策定業務委託

（１，７００万円）、子ども伴奏プロジェクトＰＲ事業（１，３０３万９千円）を計上しているほか、移住・定住促進事業

では、移住定住促進住宅の管理及び拠点施設の整備（１，４０８万１千円）や、移住者向けの家賃補助（２４４万

円）として、これまでの若者夫婦・子育て移住世帯への補助に加えて新婚世帯・ＵＩＪターン若者地元就職者へ

対象者を拡充しています。その他、移住リエゾン事業（１，０４０万６千円）などを引き続き計上しています。 

 

 

基本方針５ 【人と文化が豊かなまち】  ３億２，６１７万円 

 

１．『多様な学習機会の提供』 に、１億７，７１３万３千円。 

市内図書館の図書・視聴覚備品購入（５４０万９千円）、フェライト子ども科学館企画運営事業（６９７万９千

円）、市民文化祭（３０７万７千円）などを計上しているほか、施設整備では、図書館大規模改修事業（８，６３９

万７千円）、白瀬南極探検隊記念館改修事業（１，２９７万円）、仁賀保勤労青少年ホーム改修事業（３，８２４万

２千円）などを計上しています。 

 

２．『みんなが楽しめるスポーツの振興』 に、１億３，１１９万５千円。 

運動・スポーツ習慣化促進事業として「健幸プロジェクト」各種教室の実施（１７４万６千円）や、オリンピック・

パラリンピックレガシー事業として、リベリアとのホストタウン交流（１０万７千円）を継続するほか、施設整備で

は仁賀保グリーンフィールドの照明ＬＥＤ化（２６９万２千円）、屋内・屋外各運動施設の改修（４７５万円）、象潟

Ｂ＆Ｇ海洋センター大規模改修（８，４４７万５千円）、金浦Ｂ＆Ｇ海洋センターの備品購入（１３３万６千円）など

を計上しています。 

 

３．『伝統文化の保存・継承』 に、１，７８４万２千円。 

伝統芸能継承推進事業（２０４万円）、天然記念物「象潟」下刈事業（３３３万８千円）、獅子ヶ鼻湿原緊急調査

事業（５６５万４千円）などを継続するほか、新規事業として、天然記念物「象潟」の統合的学術調査を行う記録

調査事業（６２７万円）を計上しています。 

 

 

基本方針６ 【稼ぐ力が強いまち】  ９億３，２６１万４千円 

 

１．『稼ぐ農林業の育成』 に、４億７，２７７万９千円。 

スマート農業推進事業（５０万１千円）を拡充し、新たに設立される研究会の運営補助を行うとともに、その

普及活動の担い手となる地域おこし協力隊を新たに募集（３７３万３千円）するほか、多面的機能支払交付金

（１億７０７万９千円）、中山間地域等直接支払交付金（１億５，１５０万２千円）や、民有林整備促進事業（１，５０

０万円）、森林経営管理制度事業（２，３２３万９千円）、森林整備センター造林事業（５，４５７万５千円）、林道復

旧事業（３９６万円）などを引き続き計上しています。 

 

２．『資源を活用した水産業の振興』 に、１億５，８５５万３千円。 

水産基盤整備関係事業（３，３２５万円）、漁業経営安定資金貸付事業（１億円）、漁港浚渫事業（９５５万７千

円）のほか、水産物販路拡大事業として市内漁業者の水産物オンライン販売等に係る支援（７８万円）を新た

に計上しています。 
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３．『魅力ある商業・サービス業づくり』 に、７，２３６万３千円。 

商工会運営補助（１，１００万円）のほか、商業活性化支援事業（５４１万円）は内容を拡充し、地域カード導入

への取り組みを進めます。また、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症対策事業として、飲食応援消

費還元事業（５，２１５万円）を実施します。 

 

４．『魅力ある企業づくり』 に、５，６７４万９千円。 

企業競争力強化支援事業では、認証取得促進助成事業（１５０万円）を拡充し、医療産業分野も助成対象と

したほか、企業人材育成支援事業（８８９万１千円）では、企業向けＤＸ推進セミナー開催など、内容を拡充しま

す。また、計画２年目となるワーケーション推進事業（３，３２７万９千円）を引き続き計上しています。 

 

５．『自然と文化を融合した観光振興』 に、１億７，２１７万円。 

各種イベント等補助事業（４８０万円）では、漁業体験や本市の「食」を柱とした地域プロモーション事業への

補助など、内容を拡充しています。アウトドア拠点づくり事業（６，８０７万９千円）は、用地等造成工事に着手し、

関連した誘客促進事業として、アウトドアアカデミーを開催します。また、ジオパーク推進事業（１，２１３万５千

円）は、世界ジオパーク認定を目指し、鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会負担金を拡充しています。施設整

備では、象潟ねむの丘施設整備事業（２１２万３千円）や、温泉保養センターはまなす整備事業（６９３万円）な

どを計上しています。 

 

 

基本方針７ 【市民と行政が協働でつながるまち】  ８億１，４２５万９千円 

 

１．『活力あるコミュニティづくり』 に、３，６１１万９千円。 

自治会等の地域活動への補助（８０万８千円）、集会施設整備費への補助（５８０万円）、協働のまちづくり事

業（１，０７６万９千円）、若者１００人会議事業（６１６万４千円）のほか、花いっぱい運動事業（６４０万円）などを

継続し、計上しています。 

 

２．『地域内外との交流・連携』 に、４，４９４万９千円。 

国際交流事業（１，２１３万３千円）や、松島町・浅草馬道地区との交流及び、にかほ市ふるさと会運営補助

などの地域間交流事業（４４３万７千円）や、地域の魅力発信事業（５７２万円）を継続するほか、新規事業とし

て、地域活性化起業人制度を活用し、市のプロモーション戦略を策定する、シティプロモーション事業（１，７８

４万円）を計上しています。 

 

３．『効率的な行財政運営』 に、７億３，３１９万１千円。 

住民票などのコンビニ交付導入事業（２，７１０万１千円）を新たに実施するほか、旧上郷小学校利活用事業

（５，９８６万６千円）、旧上浜小学校利活用事業（２，０４０万円）、ふるさと納税特産品返礼事業（５億７，４６８万

８千円）などを引き続き計上しています。 
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令和４年度 一般会計予算（歳入） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳入総額 １５５億５，０００万円 
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歳出総額 １５５億５，０００万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 一般会計予算（歳出・目的別） 
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（２）特別会計 

 

 

 

                         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 一般会計予算（歳出・性質別） 

（単位：千円）

特 別 会 計 名 予 算 額

国 民 健 康 保 険 事 業 （ 事 業 勘 定 ） 2,872,976

国 民 健 康 保 険 事 業 （ 施 設 勘 定 ） 81,258

後 期 高 齢 者 医 療 374,332

公 共 下 水 道 事 業 1,311,351

農 業 集 落 排 水 事 業 486,679

計 5,126,596
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（３）引上げ分の地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障施策に要する経費 

 ≪令和４年度にかほ市一般会計予算≫ 

 

平成２６年４月１日及び令和元年１０月１日の消費税率の引上げに伴い、地方消費税交付金の増収分につ

いては使途を明らかにし、市が行う社会保障施策に要する経費に充てるものとされています。 

令和４年度当初予算における地方消費税交付金（社会保障財源化分）の収入額、充当状況は以下のとおり

です。 
 

（歳入）地方消費税交付金（社会保障財源化分） 327,818千円 
（歳出）社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費  3,904,864千円 

 

【社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費】 

 
※地方消費税交付金（社会保障財源化分）は、地方消費税交付金の令和４年度予算額の２２分の１２に相当する額を見込んでいる。 
※地方消費税交付金（社会保障財源化分）は、各事業に要する一般財源の比率に応じて按分して充当している。 
※社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費は、各予算科目における令和４年度当初予算額から事務費や事務職員の人件費 
（サービス提供に直接従事しない職員分）等を除いている。 

（単位：千円）

国県支出金 市債 その他

地方消費税
交付金

（社会保障
財源化分）

その他

社会福祉総務費 45,976 16,624 5,012 24,340

老人福祉費 68,195 721 15,669 8,847 42,958

障害者福祉費 619,798 456,211 27,936 135,651

地域支援事業費 31,942 31,942 0 0

地域包括支援センター事業費 20,231 19,692 92 447

福祉施設管理費 21,711 7,638 2,403 11,670

児童福祉総務費 420,846 286,218 22,990 111,638

児童運営費 909,413 632,069 7,800 46,030 223,514

地域子育て支援センター事業費 19,585 12,390 1,229 5,966

ひとり親家庭福祉費 8,740 4,881 659 3,200

生活保護総務費 5,653 574 867 4,212

扶助費 220,000 165,001 2 9,392 45,605

2,392,090 1,574,689 7,800 74,943 125,457 609,201

社会福祉費
介護保険事業費 471,162 926 80,302 389,934

保健医療費 434,044 178,597 6,000 42,598 206,849

後期高齢者医療費 419,808 66,455 17,882 57,288 278,183

1,325,014 245,052 6,000 18,808 180,188 874,966

健康増進総務費 20,295 9,466 1,849 8,980

母子保健事業費 75,623 4,386 12,165 59,072

成人保健事業費 82,856 37,637 3,979 7,042 34,198

精神保健事業費 1,021 722 51 248

保健センター管理費 7,965 1,725 1,066 5,174

187,760 42,745 0 15,170 22,173 107,672

3,904,864 1,862,486 13,800 108,921 327,818 1,591,839

分類

予算科目

経　費

財源内訳

款 項 目

特定財源 一般財源

社会

福祉

民生費 社会福祉費

児童福祉費

生活保護費

小　　　　　　　計

合　　　　　　　　　計

社会

保険

民生費

小　　　　　　　計

保健

衛生

衛生費 保健衛生費

小　　　　　　　計

保健年金費


